第２節　諸制度の確立とその変遷
（1） 選挙制度

近代における選挙制度については『県史』等に詳しい。ここでは、村政を中心に選挙制度の移り変わりをとり上げることにする。

議員の定数と選挙

　明治44年4月、法律第69号により村制が改正された。その節、町村議会議員の定数は、
(1) 人口1,500未満の町村8人

(2) 人口1,500以上5,000未満の町村12人

とされ、「但議員の定数は、町村条例を以て特にこれを増減することを得」と定められた。大正7年泊村出発以来、定数を12人とする。以後35年間続けられた。戦後昭和22年4月の総選挙から、定数は16人と変った。

　昭和37年12月定例村議会において、山本静雄ら3名の議員から「議員定数減少条例の設定」について提案があり、可決された。これは定数16人を12人とする条例で、昭和38年4月より施行され、現在に至っている。

　大正7年3月10日施行された選挙までは、納税額によって議員に2級制がとられた。1級議員として、津村甚太郎・若本久太郎・松井長吉・原田茂吉・井戸口万四郎・尾川総十郎の6名が、2級議員として、岸田惣四郎・三枝兵蔵・小林長九郎・渡辺幸蔵・長信蔵・八木弥太郎の6名が選出された。
　次の大正11年3月10日の総選挙からは級別制は廃止され、桜井藤太郎・田中千代松・石原貫一・押村爲一・上野亀蔵・笠田実三・小林長九郎・山本寿松・渡辺幸蔵・長市太郎・丁田綱吉・八木弥太郎の12名が選ばれた。

区長の選出

　大正10年までは、各集落の区長及び同代理者は、議会において、議員が投票して選出をした。大正3年までは現在の集落名は使用されないで、第1区長、第7区長などと代名されていた。現在の集落名に当てると、第1区小浜、第2区筒地、第3区石脇、第4区泊、第5区園、第6区原、第7区宇谷である。

　大正11年3月1日の区長選挙では、現在のとおりの区名が使われ、選挙は区長だけとし、この年を最後にこの選出法は廃止された。
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村長・村議会議員の選出

　村長は、村議会によって選出され、昭和3年7月26日から9月19日までわずかの間、鳥取県属神場矢保次の村長職務管掌期間があったが、明治44年、泊村外2村組合長渡辺吉平から、同石原貫一と続いた。大正7年1月、従来の組合村は泊村となり、議会選出村長は初代村長臨時代理田中千代松から、昭和22年4月の村長代理青木為蔵まで、11代約30年間であった。

　泊村誕生以来、公選制になるまでの村長は次のとおり。

　　大正7･1　　　～大正7･3　　臨時代理　田中千代松

　　大正7･4　　　～大正14･6　 八木弥太郎

　　大正14･9　　 ～昭和3･7　　田中千代松

　　昭和3･7　　　～昭和3･9　　職務管掌鳥取県属　神場矢保次

　　昭和3･9　　　～昭和17･7　 八木弥太郎

　　昭和17･7　　 ～昭和18･5　 渡辺忠良

　　昭和18･5　　 ～昭和21･11　石井良三

　　昭和21･11　　～昭和22･4　 村長代理　青木為蔵

　昭和22年4月からの公選制村長は初代田中清治から9代を数え、現在に至っている。

　公選になってからの村長は次のとおり

　　昭和22･4～昭和26･ 4　　　田中清治　　　38･4～　42･ 4　　　八木達弥
　　　　26･4～　　 30･ 4      山本文平　　　42･4～　52･12　　　宮脇三巳
　　　　30･4～     34･ 4　　　八木達弥　　　53･1～　57･ 1　　　八木達弥
　　　　34･4～　　 38･ 4　　　田中清治　　　57･1～　現在　　　  宮脇三巳
　議会議員選挙も昭和22年以降公職選挙法に基き施行された。次は戦後の歴代議長並に村議会議員名簿である。

　　　　　歴代議長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 44･5～46･4　　　中山広次　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　22･5～26･4　　　山本文平　　　　　46･5～50･4　　　加　藤　岩太郎　　　

　　　　　　26･5～28･5　　　宮本重基　　　　　50･5～52･6　　　浜　口　　　清

　　　　　　28･5～30･4　　　山　田　喜一郎　　　　　52･6～53･2　　　藤　井　　　績

　　　　　　30･5～34･4　　　宮本重基　　　　　53･2～54･4　　　中山広次
　　　　　　34･5～38･4　　　桜井武雄　　　　　54･5～58･4　　　井戸口　　　積

　　　　　　38･5～40･5　　　宮本重基　　　　　58･5～60･3　　　山本展久
　　　　　　40･5～42･4　　　山本静雄　　　　　60･4～62･3　　　加嶋盛義
　　　　　　42･5～44･5　　　藤　井　　　績　　　　　62･4～現在             中　田　　　進
　　
           村議会議員（戦後）――順不同　○印議長――
○昭和22･4･30～昭和26･4･29

奥田光好・津村茂登治・小谷重信・中山広次・上山市太郎・桜井　清・三枝悌二・田中輝彦・尾嶋信治・長　英治・加藤良市・山田喜一郎・○山本文平・市橋亀八・桜井　　　　　　　　昇・井戸口藤吉
○昭和26･4･30～昭和30･4･29

　奥田光好・津村茂登治・小谷重信・藤井　績・中山広次・前　高義・松本　堯・山本昇
一・桜井　清・○宮本重基・若一修造・岸田百蔵・井戸口藤吉・市橋亀八・○山田喜一郎・
石原信好
○昭和30･4･30～昭和34･4･29

　奥田光好・小谷重信・藤井義治・藤井　績・中山広次・前　高義・上山市太郎・桜井武
雄・山本昇一・桜井　清・○宮本重基・堀千代松・若一修造・岸田百蔵・山本静雄
○昭和34･4･30～昭和38･4･29

長　隆翁・津村茂登治・松井太郎吉・藤井　績・中山広次・前　高義・○桜井武雄・松本　堯・山本昇一・桜井　清・桜井　覚・堀千代松・尾崎寿正・河本貞光・若一修造・山本静雄
○昭和38･4･30～昭和42･4･29

奥田光好・絹川　新・賀須井栄・藤井　績・浜口　清・中山広次・加藤岩太郎・山本　実・松本　堯・○宮本重基・○山本静雄・井戸口積

○昭和42･4･30～昭和46･4･29

　奥田光好・○藤井　績・浜口　清・○中山広次・加藤岩太郎・松本　堯・桜井　清・宮
本重基・山本静雄・井戸口積・山本展久・尾坂輝政

○昭和46･4･30～昭和50･4･29

　藤井　績・浜口　清・中山広次・○加藤岩太郎・山本静雄・井戸口積・山本展久・加嶋
盛義・中田　進・田中　実・尾坂輝政・藤井礼治
○昭和50･4･30～昭和54･4･29
○藤井　績・○浜口　清・○中山広次・加藤岩太郎・山本静雄・井戸口積・山本展久・加嶋盛義・中田　進・石井輝美・田中　実・尾坂輝政
○昭和54･4･30～昭和58･4･29
　○井戸口積・山本展久・加嶋盛義・河田信雄・中田　進・松井大輔・石井輝美・田中　実・
尾坂輝政・高浜時雄・橋本　是・藤井礼治

○昭和58･4･30～昭和62･4･29

　井戸口積・○山本展久・○加嶋盛義・河田信雄・中田　進・松井大輔・石井輝美・田中
実・酒井幸雄・高浜時雄・橋本　是・藤井礼治
○昭和62･4･30～

○中田　進・松井大輔・石井輝美・田中　実・尾坂輝政・酒井幸雄・高浜時雄・橋本　是・藤井礼治・中原　淳・戸羽　勲・河本繁之

助役・収入役の選任

　助役・収入役も村議会において議員の投票によって選出された。大正7年1月の合併泊村初の選挙で、助役に長金五郎、収入役に松本万喜蔵が選ばれている。なお、村教育委員の選挙に関しては「教育・文化編」に記す。
